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公告 第 50号

令和6年 6月 17日 ■

ル
ロ

分任契約担当官

陸上自衛隊木更津駐屯地

第316会計隊木更津派遣隊長 野地 恭平

以下のとおリー般競争入札を実施するので、「入札及び契約心得」及び「契約条項」を承知のうえ参加されたい。

1 入

グループ 件 名 婦 格・車 f立・数 量 納 地 納 期

A 722号建物内部塗装補修役務 仕様書のとおり
陸上自衛隊 ,
木更津駐屯地

6930

B 慰霊碑整備 仕様書のとおり
陸上自衛隊
木更津駐屯地

61031'

2入札参加資格
次のいずれかであること                  ,
全省庁統一資格の「役務の提供等」に係る等級がA、 B、 C、 D等級であること

ただし、細部は注意事項による。

3契約条項を示す場所
陸上自衛隊木更津駐屯地 第316会計隊木更津派遣隊事務室(#762隊 舎lF)
入札′とヽ得等については、会計隊事務室にて関覧可

4説明会及び入札執行の日時場所
説明会日時場所 :実施しない。  '   '
入札日時場所  :令和6年 7月 2日 (火 )10時00分 第316会計隊木更津派遣隊 入本L室

5保証金
入札保証金:免除 契約保証金 :免除

6豫
牝僕電霧袋晰 額

〕
契約方式■一般競争

7注意事項
(1)予算決算及び会計令第70条の規定に該当しない者であること。なお、未成年者、被IR佐 人又は被補助人であつて、契約締結のために必要な同意を得て

いる者は同条中、特別の理由がある場合に該当する。
(2)予算決算及び会計令第71条の規定に該当しない者。  '
(3)競争参加資格(全省庁統一資格)「役務の提供等Jの「D」 等級以上に格付けされ、競争参加地域が関東・甲信越地域 の競争参加資格を有する者。(競
争参加資格の年度:令和4・ 5・ 6年度)

(4)契 約担当官等から指名停上の措置を受けている期間中でない者。(協力者含む、)

(5)防衛省大臣官房衛生監、防衛政策局長、防衛装備庁長官又は陸上幕僚長から
「装備品等及び役務の調達に係る指名停止等の要領」に基づく指名停止

の措置を受けている期間中の者でないこと。 1
(6)前号により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であって、当該者と同種の物品の売買又は製造若しくは役務請負について防

衛省と契約を行おうとする者でないこと。 '
(7)原則、現に指名停上を受けている者の下請負については認めない。ただし、真にやむを得ない事由を該当する省指名停 止権者が認めた場合には、この

限りでない_

(8)保証金については免除ただし、落札者が契約を結ばないときは、落札金額の10()分の5以 L、 契約者がその義務を履行しないときは契約金額の100分の

10以上を違約金として徴収する。  1
8入札の方法
「落札決定に当たつては、入札(見積)書に記載された金額に当該金額の100分の10(軽 減税率対象品目については100分 の8)に相当する額を加算した

金額を〈,つて落札価格とするので、入札(見積)者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もつた金額の

110分の 100(軽減税率対象品目については 108分の 100)に相当する金額を入札(見積〉書に記載することで, | .

9 入札の無効
本公告に示した入札参加に必要な資格のない者のした入札、入札条件に違反した入札、入札金額が明瞭でない入札及び入札者が誰であるか

識別しがたい入札は無効とする。

ll契約書の作成
(1)契約金額が50万 円超えた場合は請書を、150万 円超えた場合は契約書を契約締結後遅滞なく作成する。
(2)適用する条項
「役務請負契約条項J       ‐
「談合等の不正行為に関する特約条項」
「暴力団排除に関する特約条項」

｀

11その他
(1)入札開始前に必ず「資格決定通知書 (写し)」を提出すること。
(2)代理による入札参加者は、入札時に「入札委任状」を提出すること。
(3)入札及び契約に関する詳細は、「入札及び契約心得」を開覧すること。    ・
(4)郵便による入社は令和6年 7月 1日'15時 00分までに、下記宛先まで必着とする。
封書には、会社名、入札日時、件名、グループ及び朱書で「入札書在中」と明記し、郵送すること。
また、事前に郵送による入札を行う旨の連絡を申し出ること。
(5)電信・電話・FAXによる入札は、不可とする。
(6)初度入札で最低入札価格が予定価格を下回らず再度入札となつた入札で、郵便による入札参加があった場合、再度入札の日時については別示する。
(7)不明事項等の問い合わせ先 :〒 2928510千 葉県木更津市吾妻地先

陸上自衛隊木更津駐屯地

第316会計隊木更津派遣隊契約班 谷山
TEL:0438-23-3411(内 線351)
FAX:0438-23-3411(内線357交換切替)



仕様書番号 :第   26  号
作成年月日 :令 和 6年 6月 7日

722号 建物 内部塗装補修役務
図面番号 図面名称

表  紙
2/9 仕様書

3/9 位置図、駐屯地案内図・ 配置図

4/9 722号 建物平面図
5/9 調理室平面図・ 天丼伏図・展開図

6/9 厨房平面図

厨房天丼伏図

8/9 厨房展開図

9/9 食器洗浄室平面図・ 天丼伏図

722号 建物内部塗装補修役務

陸上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理
縮   尺



実施場所 種  別 規格等

722号 建物 塗装役務 床 :

上塗り塗装 欄染め0テクノロディ どんな厨房床でも

壁 :

1.下塗り塗装 鱒染め(励ノロディミ,ftクロンA3・ X
2.上 塗り塗装 齢染めけクノロシ

゛
ィ美しい壁 内も外も

天丼 :

1.下塗り塗装 鱒染め0テクノロシ
・ィミッrtクロンAB・ X

2上 塗り塗装 暢染め
"ク

ノロシ・ィ美しい壁 内も外も

特記事項
本役務で使用する材料は、下記製品または同等以上の品質を満たした製品とする。

下地調整、素地ごしらえは B種 とし、必要に応 じて表面研磨を行う。

資材搬出入路等、既存部分を汚損しないよう必要に応じて養生をすること。また、
役務完了後は、当該部分の清掃を実施 した後に完了検査を受けること。

各工程における仕様は本仕様書、標準仕様書、各製造会社の仕様に基づき施工す
ること。

床塗装は、既設排水溝に流れ込むよう適宜勾配を付けて仕上げること。

塗装は、令和 6年 8月 10日 (土 )か ら8月 18日 (日 )の 間で完成させること。
その際、厨房器材等の養生、移動、復旧までを含むものとする。
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722号 建物内部塗装補修役務

陸上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科
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駐屯地案内図  S=1/‖ on 722号 建物内部塗装補修役務
建物平面図、屋根伏図、断面図

陸上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科
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722号 建物平面図  S=1/400

722号 建物内部塗装補修役務
722号 建物平面図

上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科
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調理室平面図  S・ 1/100 調理室天丼伏図  S=1/100

厨房A展開図  S‐ 1/100      厨房 B展開図  S=1/100       厨房C展開図  S=1/100       厨房D展開図  S・ 1/100

□ 、□
―――■―■―――――い

――吐 }

722号 建物内部塗装補修役務
調理室平面図・天丼伏図・展開図

陸上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科
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厨房平面図  S・ 1/100 722号 建物内部塗装補修役務
厨房 平面図

上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科
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厨房天丼伏図  S・ 1/100 722号 建物内部補修役務
厨房天丼伏図

陸上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科



厨房 A展開図  S・ 1/100

厨房 B展開図  S=1/100
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厨房 D展開図  S=1/100

厨房C展開図  SE1/100

722号 建物内部塗装補修役務
厨房展開図

陸上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科
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食器洗浄室平面図  S=1/100

722号 建物内部塗装補修役務
食器洗浄室平面図・天丼伏図

陸上自衛隊 木更津駐_●地業務隊
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作成年月日:令和 6年 6月 /ο 日
仕様書番号:第  29  号

慰霊

管理科長 営繕班長 基地対環保 企画係長 施設管理 企画係 担当者

⑥ ③ Q 帥 ⑪
感
驀

慰霊碑整備

陸上自衛隊_本 更津駐屯地業務隊 管理科

⑮



様仕
1 役務件名
慰霊碑整備

2 役務場所
千葉県木更津市吾妻地先 陸上自衛隊木更津駐屯地

4
(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

役務概要
慰霊碑整備  1式
一般事項

事套讐墳君写るP上
自衛隊木更津駐屯地で実施す 0「慰霊碑整備」について必要な

本仕様書及び図面に記載のない事項については、 「国土交通省営繕部監修 公共
建築工事標準仕様書 (建築工事編 )」 による他、関係諸基準による。

本仕様書の記載事項に疑義を生 じた場合は、すべて監督官 と協議する。

と縁29管専あ錯禁麗i3翼艦芋看亡

`F警

軽省干農齢蓄せギ纂貰丞霧倉婚薔常属
期の延長はしない。

本役務により発生した発生材のうち、監督官が指示するものについては、指示さ

菫豊i鷺壇書拿:ξ讐多強署7菫菫撻量場Eli堂』i皇ヒ[量盤争季嘉筆露響量
を含むものとする。

使用材料は、各種公共工事標準仕様書に示す規格に適合したもの及び「国等によ
る環境物品等の調達の推進等に関する法律 (グ リーン購入法)を標準とし、現場に
搬入後、官側の検査を受け合格したものを使用すること。

計書雰葎蔑 |ま翌邊響鐘企蚤響春鐘贅窓幕皇恒鍵撃テ懇署芳蓑癌重鷲捨套堡馨9碁晋
と共に、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行 う等の事故防止に努めるこ
と。なお、役務災害等は請負業者が自らその責を負 うこと。

設計図書に示された機能及び目的を完全に満たし、実施に当たって当然必要と思
われる事項は、官側の指示を受け受注者の責任において実施すること。また、作業

中既存部分等に損傷を与えた場合は、受注者の責任において復旧を実施するほか、
それに伴 う損害を補償 しなければならない。

適帰鷲鉄嫌な場2ζ樹筆吉ご薔莉]島義テ:こ EF格等の適用品とする。こ十らの
写真は作業前、作業中、作業後、隠ぺいとなる箇所:材料搬入、主要な作業段階
の実施状況、その他監督官の指示により計測等を実施した箇所の写真を撮影するこ
と。また、役務完了後は速やかに原版と共に整理し提出する。 (A4版 )
土曜日、日曜日、及び祝日は原則作業不能日とするが、官側の指示による。

色の選定は官側の指示による。

作業に必要な電気・水道は、原則として請負業者の負担により発電機及び給水タ
ンク等を設置する。やむを得なく官側の施設を使用する場合は有償とし、請負業者
の負担によリメーターを設置する。その場合の支払い方法は別に示す。

本役務において、役務受注者が役務従事者との下請負契約を実施する場合は:着
手後速やかに施工体制台帳を提示 しく官側の確認を得ること。また、官側より是正
を求められた場合は速やかに是正し、再提示すること。なお、外国人建設就労者を
作業に従事させる場合は官側より指示された書類を提出の上、官側からの許可を得
た後作業に従事させること。

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

5 特記事項
(1)提出書類は全て官側が示す規格、様式により作成し、契約後速やかに提出する。
(2)許可を受けていない場所への立ち入 りは厳禁とする。立ち入りの際に事前に許可
が必要な場所に立ち入る際は官側の指示に従 う。また、カメラ以外の可搬記憶媒体
について、持ち込む場合は事前に官側の許可を得ること。
(3)作業には十分な知識及び経験を備え、また関係法令に基づき必要な資格を有する
者が従事するものとする。

(4)各工程における施工要領は本仕様書、標準仕様書に基づき施工すること。
(5)施工に際して監督官と調整 し、その指示に従 うこと。
(6)本役務に起因する不具合が発見された場合は、官側からの連絡の後に速やかに補
償、修繕を実施すること。

(7)作業実施前に、安全祈願の地鎮祭を実施すること。祭事にかかる費用、祭壇等の
準備、その他必要な連絡 。調整は受注者の負担とする。            、

(8)現地作業は、令和 6年 9月 30日 (月 )ま でに完成させること。

慰霊碑整備

陸上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科
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S=1

S=1

構内道路

至正門

位置図 S=1/Non

屯地配置図  S=1

慰霊碑整備

慰霊碑整備

位置図・駐屯地案内図・配置図

陸上自衛隊 木更津駐屯地業務隊 管理科



ミ+
化粧コンクリー トプロック設置 16.9m 玉砂利 (5分・5色ミックス)敷均し
(W398nln X 012嚇 x H19伽 m)

立面図 S=1:50
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標準図 S=1:20

平面図 S=1:50
慰塁碑整備

平面図・ 立面図・ 標準図

陸上自衛隊_木 更津駐屯地業務墜 管理打


